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東 テ ィ モ ー ル 民 主 共 和 国 国 民 議 会 議 長 及 び

タ イ 王 国 上 院 議 長 の 招 待 に よ る 両 国 公 式 訪 問 並 び に

各 国 の 政 治 経 済 事 情 等 視 察 参 議 院 議 長 一 行 報 告 書

団 長 参 議 院 議 長 江 田 五 月

参 議 院 議 員 輿 石 東

同 尾 辻 秀 久

同 白 浜 一 良

同 行 国 際 部 長 高 橋 邦 夫

秘 書 主 幹 清 水 賢

議 長 秘 書 江 田 洋 一

警 護 官 久 保 宏

一 、 始 め に

江 田 議 長 一 行 は 、 東 テ ィ モ ー ル 民 主 共 和 国 ア ラ ウ

ジ ョ 国 民 議 会 議 長 及 び タ イ 王 国 プ ラ ソ ッ プ ス ッ ク 上

院 議 長 の 招 待 に よ り 両 国 を そ れ ぞ れ 公 式 訪 問 す る と

と も に 、 イ ン ド を 訪 問 し た 。

こ れ ら の 国 々 の う ち 東 テ ィ モ ー ル は 二 〇 〇 二 年 に

今 世 紀 初 の 独 立 国 と し て 独 立 し た も の の 政 治 ・ 経 済 ・

社 会 等 各 分 野 で な お 多 く の 課 題 を 抱 え て い る 。 議 会 制

民 主 主 義 も 正 に 確 立 途 上 に あ る が 、 右 の 発 展 を 促 し 、

も っ て 同 国 の 民 生 の 向 上 に 資 す る べ く 、 先 方 招 待 を 受

け て 公 式 訪 問 し た も の で あ る 。 タ イ 王 国 に つ い て は 、

昨 年 修 好 百 二 十 周 年 を 祝 い 両 国 関 係 発 展 の 新 た な ス

タ ー ト を 切 っ た と こ ろ で あ り 、 ま た タ イ 上 院 公 選 議 員

選 挙 が 本 年 三 月 に 行 わ れ 新 た な 構 成 が 決 ま っ た こ と

に か ん が み 、 両 国 議 会 関 係 ひ い て は 両 国 関 係 の 一 層 の

増 進 を 目 指 し て 、 先 方 招 待 を 受 け 入 れ 訪 問 し た も の で

あ る 。 イ ン ド に つ い て は 、 近 年 新 興 経 済 国 の 一 員 と し

て 世 界 の 注 目 を 集 め て い る 現 状 を 把 握 す べ く 訪 問 し

先 方 上 院 議 長 等 の 要 人 と の 意 見 交 換 を 行 っ た も の で

あ る 。

二 、 訪 問 日 程

議 長 一 行 は 、 六 月 二 十 五 日 に 日 本 を 出 発 し 、 七 月 四

日 に 帰 国 し た 。 そ の 日 程 は 以 下 の と お り で あ る 。

六 月 二 十 五 日 （ 水 ）

東 京 発

六 月 二 十 六 日 （ 木 ）

東 テ ィ モ ー ル ・ デ ィ リ 着

ダ ・ コ ス タ 外 務 大 臣 と の 懇 談

ア ラ ウ ジ ョ 国 民 議 会 議 長 と の 会 談

江 田 議 長 の 国 民 議 会 で の 演 説

東 テ ィ モ ー ル ・ 日 本 友 好 議 員 連 盟 と の 懇 談

ア ラ ウ ジ ョ 国 民 議 会 議 長 主 催 歓 迎 レ セ プ シ ョ

ン

六 月 二 十 七 日 （ 金 ）

ホ ル タ 大 統 領 と の 会 談

グ ス マ ン 首 相 と の 会 談
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ロ バ ト 法 務 大 臣 と の 会 談

グ テ ー レ ス 外 務 大 臣 代 行 ( 副 首 相 ） と の 会 談

邦 人 Ｎ Ｇ Ｏ と の 懇 談

ボ ル ジ ェ ス 国 民 連 帯 党 党 首 と の 会 談

ゴ ン サ ル ベ ス 公 共 機 材 管 理 院 長 と の 会 談

カ レ 国 連 事 務 総 長 特 別 代 表 と の 会 談

江 田 議 長 主 催 答 礼 レ セ プ シ ョ ン

六 月 二 十 八 日 （ 土 ）

ヴ ァ ス コ ン セ ロ ス ・ ポ ス ト 受 容 真 実 和 解 委 員 会

（ ポ ス ト Ｃ Ａ Ｖ Ｒ ） 作 業 事 務 局 所 長 と の 会 談 及

び 同 施 設 の 視 察

ア ル カ テ ィ リ 東 テ ィ モ ー ル 独 立 革 命 戦 線 幹 事

長 （ 元 首 相 ） と の 懇 談

デ ィ リ 発

バ ン コ ク 着

六 月 二 十 九 日 （ 日 ）

ア ユ タ ヤ 視 察

王 室 サ ポ ー ト 財 団 バ ン サ イ 工 芸 セ ン タ ー 視 察

タ ッ サ ナ ー 上 院 第 二 副 議 長 主 催 夕 食 会

六 月 三 十 日 （ 月 ）

ラ ー マ 七 世 像 へ の 献 花

プ ラ ソ ッ プ ス ッ ク 上 院 議 長 と の 会 談

ノ パ ド ン 外 務 大 臣 と の 会 談

ソ ム チ ャ イ 副 首 相 と の 会 談

プ ラ ソ ッ プ ス ッ ク 上 院 議 長 主 催 歓 迎 昼 食 会

プ ミ ポ ン 国 王 陛 下 拝 謁

七 月 一 日 （ 火 ）

故 ガ ラ ヤ ニ 王 女 殿 下 へ の 献 花

エ メ ラ ル ド 寺 院 ・ 王 宮 視 察

チ ャ イ 下 院 議 長 と の 会 談

江 田 議 長 主 催 答 礼 昼 食 会

バ ン コ ク 発

デ リ ー 着

七 月 二 日 （ 水 ）

国 会 議 事 堂 等 視 察

シ ン 首 相 と の 会 談

ア ン サ リ 上 院 議 長 （ 副 大 統 領 ） と の 会 談 及 び 同

議 長 主 催 歓 迎 昼 食 会

ネ ル ー 記 念 館 視 察

日 本 Ｏ Ｄ Ａ 回 顧 展 視 察

世 界 遺 産 レ ッ ド フ ォ ー ト 、 フ マ ユ ー ン 廟 視 察

在 デ リ ー 日 本 商 工 会 役 員 と の 懇 談

七 月 三 日 （ 木 ）

円 借 款 案 件 の デ リ ー 地 下 鉄 視 察

ガ ン ジ ー 記 念 館 視 察

ア シ ャ ・ ク リ ニ ッ ク （ 我 が 国 草 の 根 無 償 資 金 協

力 で 供 与 の 医 療 機 器 ） 視 察

デ リ ー 発

七 月 四 日 （ 金 ）
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東 京 着

三 、 主 な 会 談 及 び 視 察 等 の 概 要

（ 一 ） 東 テ ィ モ ー ル 民 主 共 和 国

・ ア ラ ウ ジ ョ 国 民 議 会 議 長 と の 会 談 等

ア ラ ウ ジ ョ 議 長 よ り 、 江 田 議 長 一 行 の 来 訪 を 歓 迎 す

る と と も に 、 こ れ を 機 に 両 国 の 議 員 交 流 が 始 ま り 今 後

発 展 す る こ と を 期 待 す る 旨 の 発 言 が あ っ た 。 ま た 今 回

の 一 行 来 訪 の 機 会 に 会 談 前 日 の 六 月 二 十 五 日 に 東

テ ィ モ ー ル ・ 日 本 友 好 議 員 連 盟 が 同 国 議 会 で 初 め て の

友 好 議 員 連 盟 と し て 発 足 し た 旨 の 紹 介 が あ っ た 。 さ ら

に 、 同 議 長 は 、 こ れ ま で の 我 が 国 か ら の 様 々 な 支 援 に

感 謝 す る と と も に 今 後 と も よ ろ し く お 願 い し た い 旨

述 べ た 。

こ れ に 対 し 、 江 田 議 長 か ら 招 待 に 感 謝 す る と と も に

国 民 議 会 に て 演 説 す る 機 会 を 得 て 光 栄 で あ る と 述 べ

た 。 ま た 江 田 議 長 は 提 案 の あ っ た 議 会 間 交 流 を こ れ か

ら し っ か り 始 め て い き た い 、 参 議 院 に は 長 年 の 経 験 が

あ る の で 必 要 な ら ば 提 供 し た い 、 逆 に 我 々 は 議 会 運 営

へ の 情 熱 を 国 民 議 会 か ら 学 ぶ 必 要 が あ る 等 発 言 し た 。

そ の 後 、 両 議 長 に よ る 共 同 記 者 会 見 を 経 て 、 全 員 が

国 民 議 会 の 議 場 に 案 内 さ れ 、 江 田 議 長 は 、 議 長 席 で 、

別 添 の と お り お よ そ 十 分 間 の 日 本 語 に よ る 演 説 を

行 っ た 。 こ れ に 先 立 ち 、 議 会 を 構 成 す る す べ て の 会 派

の 代 表 者 が 議 場 か ら 、 歓 迎 の 言 葉 を 述 べ た 。

・ 東 テ ィ モ ー ル ・ 日 本 友 好 議 員 連 盟 メ ン バ ー と の 懇 談

先 方 の 参 加 者 か ら 次 々 に 今 後 の 交 流 に 強 い 期 待 が

表 明 さ れ た ほ か 、 一 名 か ら 、 日 本 占 領 時 の 問 題 に つ き

発 言 が あ っ た 。 江 田 議 長 は 、 そ う し た 事 実 を 知 悉 し て

心 を 痛 め て い る が 、 政 府 間 で は 、 二 ○ ○ 二 年 四 月 の 首

脳 間 の 共 同 プ レ ス ・ ス テ ー ト メ ン ト の と お り 、 未 来 志

向 の 取 組 を 確 認 し て お り 、 こ れ に 沿 っ た 関 係 構 築 を 期

待 す る 旨 を 述 べ た 。

・ ホ ル タ 大 統 領 と の 会 談

ホ ル タ 大 統 領 は 、 江 田 議 長 一 行 の 来 訪 を 歓 迎 す る 、

こ れ ま で の 日 本 か ら の 強 い 支 援 ・ 連 帯 感 に 感 謝 す る 、

現 在 グ ス マ ン 首 相 と 今 後 日 本 に 円 借 款 の 供 与 を お 願

い し 、 イ ン フ ラ 整 備 を 行 う こ と を 相 談 し て い る 等 述 べ

た 。

江 田 議 長 か ら は 、 ま ず 本 年 二 月 の 負 傷 以 降 、 大 統 領

の 体 調 を 気 遣 っ て い る 旨 述 べ る と と も に 、 今 後 両 国 の

議 員 交 流 が 進 む こ と を 歓 迎 す る 、 議 会 に お い て は 大 い

に 議 論 を 行 い 国 民 の 同 意 を 得 な が ら 国 づ く り に 取 り

組 ん で も ら い た い 、 今 秋 日 本 で ア ジ ア ・ オ セ ア ニ ア 地

域 国 立 図 書 館 長 会 議 が 開 催 さ れ る こ と を 紹 介 し つ つ

文 化 発 展 や 国 民 意 識 向 上 の た め 国 立 図 書 館 の 設 立 を

提 案 し た い 等 述 べ た 。 最 後 に 、 ホ ル タ 大 統 領 に 対 し て

国 民 が 政 府 ・ 政 治 を 有 り 難 く 感 じ る と 同 時 に 政 治 参 加

の 重 要 性 を 国 民 に 認 識 さ せ ら れ る よ う な リ ー ダ ー

シ ッ プ を 発 揮 さ れ る こ と を 期 待 す る 旨 述 べ て 会 談 を
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終 了 し た 。

・ グ ス マ ン 首 相 と の 会 談

江 田 議 長 よ り 今 回 の 訪 問 で は 国 づ く り が 順 調 に 進

ん で い る 様 子 を 見 る こ と が で き た 、 イ ン フ ラ 整 備 は 重

要 で あ る が 今 後 民 主 国 家 を 担 っ て い く 国 民 を 育 て る

教 育 も 重 視 す べ き で あ る 等 述 べ た 。

グ ス マ ン 首 相 は 、 一 九 九 九 年 の 支 援 国 会 合 以 降 長 き

に わ た る 日 本 か ら の 援 助 に 感 謝 す る 、 今 回 の 江 田 議 長

一 行 の 訪 問 は 日 本 の 東 テ ィ モ ー ル へ の 信 頼 を 示 す も

の で あ る 、 今 後 は 雇 用 創 出 、 生 活 安 定 等 を 目 指 し て い

き た い 等 述 べ た 。

・ そ の 他 の 要 人 と の 会 談 等

そ の 他 の 要 人 と の 会 談 に お い て も 江 田 議 長 一 行 の

来 訪 を 歓 迎 す る 旨 、 ま た 日 本 か ら の 援 助 ・ 支 援 に 感 謝

す る 旨 の 発 言 が な さ れ た が 、 特 に グ テ ー レ ス 外 務 大 臣

代 行 （ 副 首 相 ） 及 び カ レ 国 連 事 務 総 長 特 別 代 表 か ら は

二 〇 〇 二 年 か ら 〇 四 年 ま で 派 遣 さ れ た 自 衛 隊 施 設 部

隊 の イ ン フ ラ 整 備 分 野 で の 貢 献 に つ い て 、 さ ら に カ レ

特 別 代 表 か ら は 日 本 か ら 派 遣 さ れ た 文 民 警 察 官 の 貢

献 に つ い て も そ れ ぞ れ 謝 意 が 表 明 さ れ た 。

（ 二 ） タ イ 王 国

・ プ ラ ソ ッ プ ス ッ ク 上 院 議 長 と の 会 談

プ ラ ソ ッ プ ス ッ ク 上 院 議 長 よ り 、 江 田 議 長 一 行 の 来

訪 を 歓 迎 す る 、 今 回 の 訪 問 に よ り 両 国 関 係 、 特 に 両 議

会 間 の 関 係 が 一 層 緊 密 化 す る こ と を 期 待 す る 旨 の 発

言 が な さ れ た 。 ま た 同 議 長 よ り タ イ 日 友 好 議 員 連 盟 の

メ ン バ ー が 各 国 友 好 議 連 の 中 で 最 大 で あ る こ と を 含

め 両 国 関 係 が 緊 密 で あ る こ と の 紹 介 が な さ れ た 。

江 田 議 長 は 、 今 回 の 招 待 に 感 謝 す る 、 ア ジ ア に お い

て 植 民 地 と な ら な か っ た 両 国 が ア ジ ア そ し て 世 界 の

平 和 と 安 定 の た め 協 力 し て い く べ き と 考 え る 、 両 国 関

係 は 二 つ の 還 暦 を 経 て 百 二 十 一 年 目 を 迎 え た と こ ろ

で あ り 新 た な 一 年 目 と い う 気 持 ち で 一 層 関 係 を 深 め

て い き た い 等 述 べ た 。 ま た 江 田 議 長 は 、 タ イ に 進 出 し

て い る 日 本 企 業 が 地 元 の 人 々 の 雇 用 を 生 み 、 タ イ 経 済

に 貢 献 し て お り タ イ の 人 々 も そ の よ う に 受 け 止 め て

お ら れ る こ と を う れ し く 思 う 旨 、 さ ら に 両 国 は 今 後 二

国 間 の み な ら ず 多 国 間 で も 協 力 を 深 め て い き た い 旨

発 言 し た 。

・ チ ャ イ 下 院 議 長 と の 会 談

江 田 議 長 よ り 、 タ イ 挙 げ て の 歓 迎 に 感 謝 す る 、 議 会

人 同 士 、 理 解 を 深 め 交 流 を 進 め て い き た い と 述 べ る と

と も に 、 地 球 温 暖 化 ・ 食 糧 問 題 等 の 問 題 に つ い て も 言

及 し た 。

チ ャ イ 議 長 は 、 江 田 議 長 一 行 の 来 訪 を 歓 迎 す る 旨 述

べ る と と も に 、 タ イ は す べ て の 分 野 で 日 本 よ り 多 大 の

支 援 を 受 け て お り 日 本 か ら の 投 資 も 多 い 、 タ イ 下 院 議

長 と し て 日 本 の 政 府 が タ イ を 支 援 す る 政 策 を と っ て

き て い る こ と に 感 謝 し た い 旨 の 発 言 が あ っ た 。
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・ ソ ム チ ャ イ 副 首 相 と の 会 談

ソ ム チ ャ イ 副 首 相 は 、 現 在 サ マ ッ ク 首 相 が 外 国 出 張

中 で あ り 首 相 よ り 自 分 に 代 わ っ て 江 田 議 長 一 行 を お

迎 え す る よ う 命 を 受 け た 旨 説 明 す る と と も に 、 今 回 の

来 訪 が タ イ 日 関 係 の 更 な る 増 進 に 寄 与 す る こ と を 期

待 し て い る 、 一 議 員 と し て も 今 後 双 方 の 立 法 府 同 士 の

交 流 が 深 ま る こ と は 喜 ば し い 等 述 べ た 。

江 田 議 長 は 、 今 回 上 院 の 招 待 で 訪 問 し た が 下 院 議 長 、

政 府 要 人 に も お 会 い し 、 さ ら に プ ミ ポ ン 国 王 陛 下 に も

拝 謁 す る 予 定 に な っ て い る 、 こ の 訪 問 が 日 タ イ 関 係 の

一 層 の 深 化 に つ な が る も の と 確 信 し て い る 等 述 べ る

と と も に 今 後 両 国 が 多 国 間 協 力 、 環 境 問 題 、 災 害 援 助

等 様 々 な 分 野 で の 協 力 等 関 係 を 深 め て い く こ と を 期

待 す る 旨 述 べ た 。

（ 三 ） イ ン ド

・ ア ン サ リ 上 院 議 長 （ 副 大 統 領 を 兼 務 ） と の 会 談

ア ン サ リ 議 長 が 、 イ ン ド 上 院 は 参 議 院 と 規 模 も ほ と

ん ど 同 じ で あ り 議 会 間 交 流 を 一 層 深 め る べ き で あ る

と 述 べ た の に 対 し 、 江 田 議 長 も 右 発 言 を 歓 迎 し 今 後 交

流 を 深 め て い き た い 旨 応 じ た 。 ア ン サ リ 議 長 は ま た 、

現 在 両 国 関 係 は す ば ら し く 良 好 で あ り 今 後 ま す ま す

緊 密 化 し て い く だ ろ う と 述 べ る と と も に 日 本 か ら の

Ｏ Ｄ Ａ に 感 謝 し て い る 旨 述 べ た 。

江 田 議 長 は 、 日 本 の Ｏ Ｄ Ａ に 対 す る 謝 意 を う れ し く

思 う と 述 べ る と と も に 我 が 国 Ｏ Ｄ Ａ で 建 設 さ れ た デ

リ ー 地 下 鉄 は 代 表 的 成 功 例 で あ る と 承 知 し て い る 旨

発 言 し た 。

両 議 長 は そ の 他 、 そ れ ぞ れ の 国 内 の 政 治 状 況 、 原 油

価 格 を 含 む 世 界 的 な 物 価 高 騰 、 地 球 温 暖 化 、 近 隣 諸 国

と の 関 係 、テ ロ と の 闘 い 、エ ネ ル ギ ー 問 題 、科 学 技 術 ・

宇 宙 開 発 等 幅 広 い 分 野 に つ い て 意 見 交 換 し た 。

・ シ ン 首 相 と の 会 談

シ ン 首 相 は 、 イ ン ド で は 日 本 と 強 固 で 生 産 的 な 関 係

を 築 く こ と を 全 政 党 が 支 持 し て お り 、 江 田 議 長 の 来 訪

を 始 め と す る 両 国 の 要 人 往 来 は 両 国 関 係 強 化 に 向 け

た 機 運 を 一 層 高 め る で あ ろ う と 述 べ る と と も に 、 日 本

か ら イ ン ド に 対 す る Ｏ Ｄ Ａ に 感 謝 す る 、 今 後 経 済 連 携

協 定 締 結 も 含 め 両 国 の 経 済 的 関 係 を 更 に 幅 広 い も の

に し て い き た い 、 日 本 と 二 国 間 の み な ら ず 国 連 安 保 理

改 革 な ど 多 国 間 の 枠 組 み で も 協 力 し て い き た い と 考

え て い る 等 発 言 し た 。

江 田 議 長 は 、 二 〇 〇 六 年 に シ ン 首 相 が 訪 日 し た 際 に

行 っ た 国 会 演 説 を 拝 聴 し た こ と を 紹 介 し つ つ 今 回 参

議 院 議 長 と し て 訪 問 の 機 会 を 得 て 大 変 う れ し く 思 う 、

近 年 日 印 関 係 は 政 府 間 関 係 を 中 心 に 進 展 し て き た が 、

国 民 同 士 の 交 流 は ま だ 進 展 の 余 地 が あ り 特 に 議 員 交

流 に つ い て は い ま だ 十 分 と は 言 え な い の で 今 後 よ り

密 接 な 交 流 を 行 っ て い き た い 旨 述 べ た 。

ま た 、 そ れ ぞ れ の 国 内 の 政 治 ・ 経 済 状 況 、 そ れ ぞ れ
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が 属 す る 地 域 の 情 勢 、 地 球 環 境 問 題 等 に つ い て 意 見 交

換 を 行 っ た が 、 江 田 議 長 よ り 、 両 国 は ア ジ ア の 民 主 主

義 発 展 に も 協 力 し て 取 り 組 め る の で は な い か と 述 べ

た の に 対 し 、 シ ン 首 相 も 両 国 は 共 通 の 価 値 観 を 有 し て

お り 協 力 し て 民 主 主 義 の 進 展 に 努 め て い く べ き で あ

る と 賛 同 し た 。

・ 我 が 国 Ｏ Ｄ Ａ 関 連 施 設 の 視 察 等

デ リ ー に お い て 江 田 議 長 は 、 こ れ ま で の 我 が 国 の イ

ン ド に 対 す る Ｏ Ｄ Ａ を 紹 介 す る Ｏ Ｄ Ａ 回 顧 展 を 視 察

し た ほ か 、 我 が 国 の 円 借 款 で 建 設 さ れ た デ リ ー 地 下 鉄

に も 乗 車 し て 視 察 を 行 っ た 。 さ ら に 、 我 が 国 が 草 の 根

無 償 資 金 協 力 に よ り 医 療 機 器 を 贈 与 し た 、 デ リ ー の ス

ラ ム 街 に 隣 接 す る ア シ ャ ・ ク リ ニ ッ ク を 訪 問 し 、 贈 与

器 材 が 活 用 さ れ て い る 状 況 を 視 察 し た 。

四 、 終 わ り に

今 回 訪 問 し た 三 か 国 は 、 国 内 に そ れ ぞ れ が 様 々 な 課

題 を 抱 え て い た が 、 ど の 国 も 江 田 議 長 一 行 の 訪 問 を 心

よ り 歓 迎 し 、 今 後 参 議 院 と の 交 流 を 積 極 的 に 進 め て い

き た い 旨 の 意 向 を 示 し た 。 我 が 方 と し て も 、 今 回 の 訪

問 の 成 果 を 踏 ま え 、 ア ジ ア に お け る 議 会 制 民 主 主 義 の

先 進 国 と し て 、 今 回 訪 問 し た 三 か 国 を 含 む ア ジ ア 諸 国

と の 議 会 間 交 流 ・ 議 員 交 流 を 一 層 積 極 的 に 進 め て い く

こ と が 期 待 さ れ る 。

最 後 に 、 今 回 訪 問 し た 三 か 国 の 立 法 府 を 始 め と す る

関 係 機 関 関 係 者 各 位 に 改 め て 感 謝 申 し 上 げ る と と も

に 、 我 が 国 関 係 在 外 公 館 か ら の 支 援 に 対 し 心 よ り 御 礼

申 し 上 げ る 。

（ 別 添 ）

東 テ ィ モ ー ル 民 主 共 和 国 国 民 議 会

江 田 参 議 院 議 長 演 説 文

フ ェ ル ナ ン ド ・ ラ サ マ ・ デ ・ ア ラ ウ ジ ョ 国 民 議 会 議

長 閣 下 、 議 員 の 皆 さ ん 。 ご 列 席 の 皆 さ ん 。

私 は 本 日 、 ま さ に 万 感 の 思 い を 込 め て 、 演 説 を 行 わ

せ て い た だ き ま す 。 独 立 を 果 た し た 東 テ ィ モ ー ル 民 主

共 和 国 の 厳 粛 な る 国 民 議 会 に お い て 、 議 員 の 皆 さ ん と

東 テ ィ モ ー ル 国 民 の 皆 さ ん に 、 日 本 国 参 議 院 の 議 長 と

し て お 話 し す る と い う の は 、 こ れ ま で の 皆 さ ん の 苦 難

の 歴 史 と 私 と の 関 わ り を 思 い 出 し て み る と 、 夢 の よ う

で あ り ま す 。 古 く か ら の 友 人 で あ る ラ サ マ ・ デ ・ ア ラ

ウ ジ ョ 議 長 に は 、 こ の た び 、 私 た ち 一 行 を 東 テ ィ モ ー

ル に お 招 き い た だ い た 上 、 こ の 栄 誉 あ る 素 晴 ら し い 機

会 を 設 け て い た だ き 、 心 か ら の 感 謝 を 申 し 上 げ ま す 。

（ 輿 石 東 、 尾  秀 久 、 白 浜 一 良 各 議 員 を 紹 介 ）

ま た 、 本 年 二 月 に は 襲 撃 事 件 が あ り ま し た が 、 負 傷

さ れ た ラ モ ス ・ ホ ル タ 大 統 領 が 快 方 に 向 か わ れ 、 シ ャ

ナ ナ ・ グ ス マ ン 首 相 が 無 事 で あ っ た こ と に 、 胸 を な で

下 ろ し て い ま す 。 こ の 事 件 の 解 決 で 、 ま た 皆 さ ん の 建

国 の 足 取 り が 、 一 段 と 確 か な も の に な る と 確 信 し て い
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ま す 。

私 は こ れ ま で 二 十 年 間 以 上 に わ た り 、 一 貫 し て 東

テ ィ モ ー ル の 自 決 権 行 使 を 支 援 し て き ま し た 。 東 テ ィ

モ ー ル へ の 訪 問 も 今 回 で 五 回 目 で あ り 、 特 に 一 九 九 九

年 に は 住 民 投 票 の 監 視 団 に 参 加 し 、 二 ○ ○ 一 年 に は 憲

法 制 定 議 会 選 挙 の 監 視 団 と し て 、 こ の 地 に ま い り ま し

た 。 そ の 際 、 若 い 母 親 が 正 装 し て 子 ど も を 抱 き か か え

な が ら 投 票 し て い た の を 目 の 当 た り に し 、 大 き な 感 銘

を 受 け た こ と を 思 い 出 し ま す 。 そ の 母 親 は 、 東 テ ィ

モ ー ル の 新 し い 出 発 を わ が 子 自 身 の 記 憶 に も し っ か

り と 刻 み つ け て お き た い と の 一 心 で 、 早 朝 か ら 徒 歩 で

子 ど も 連 れ で い く つ も 山 を 越 え て 投 票 所 ま で 来 た の

で す 。 私 は こ れ を 聞 い て 、 東 テ ィ モ ー ル の 国 民 の 皆 さ

ん が い よ い よ 自 決 権 を 行 使 す る 時 が 来 た の だ と 実 感

す る と と も に 、 こ の 皆 さ ん の 現 実 の 体 験 が あ れ ば 、 必

ず 建 国 は 成 功 す る と 確 信 し 、 こ れ か ら も 、 こ の 新 し い

萌 芽 を 支 援 し て い こ う と の 意 を 強 く し た も の で す 。

日 本 に お い て も 私 は 、 一 九 八 六 年 の 国 連 で の 意 見 陳

述 に 続 い て 、 衆 参 両 院 の 超 党 派 議 員 に よ る 「 東 テ ィ

モ ー ル 問 題 を 考 え る 議 員 懇 談 会 」 を 設 立 し 、 そ の 事 務

局 長 を 、 そ し て 後 に 「 東 テ ィ モ ー ル 議 員 連 盟 」 に 改 組

し て 会 長 を 務 め 、 東 テ ィ モ ー ル の 民 族 自 決 の 完 全 実 現

と 新 し い 民 主 主 義 国 家 建 設 の 支 援 に 向 け て 、 議 員 間 で

の 問 題 意 識 の 共 有 と 日 本 政 府 や 国 際 社 会 へ の 働 き か

け に 努 め て ま い り ま し た 。 訪 日 さ れ た 東 テ ィ モ ー ル の

皆 さ ん の 日 本 国 内 で の 集 会 行 脚 の お 手 伝 い を し た り 、

ポ ル ト ガ ル で の 「 東 テ ィ モ ー ル 国 際 議 員 団

（ P a r l i a m e n t a r i a n s f o r E a s t T i m o r ） 」 結 成 に 参 加

し た り 、 訪 日 さ れ る 要 人 に お 会 い す る こ と も 数 知 れ ず 、

東 テ ィ モ ー ル の 問 題 は 、 私 の 議 員 活 動 の か な り の 部 分

に お い て 、 長 く 主 要 な 位 置 を 占 め 続 け た の で す 。 こ う

い う わ け で 私 は 、 議 長 就 任 後 最 初 の 外 国 訪 問 に 、 東

テ ィ モ ー ル を 選 び ま し た 。

こ う し た 私 の 活 動 の 原 点 の ひ と つ に な っ た あ る 人

の こ と を 、 ぜ ひ 紹 介 さ せ て 下 さ い 。 貴 島 正 道 さ ん と い

い 、 残 念 な が ら こ の 春 、 九 十 歳 で 他 界 さ れ ま し た 。 第

二 次 世 界 大 戦 中 に 日 本 軍 は 、 宗 主 国 の ポ ル ト ガ ル が 中

立 国 で あ っ た の に 、 そ の 植 民 地 で あ っ た こ の 地 を 占 領

し ま し た 。 貴 島 さ ん は 、 そ の と き の 兵 隊 の 一 人 で 、 現

地 の 状 況 を つ ぶ さ に 見 て 心 を 痛 め て い た の で す 。 戦 争

は ど こ で も 悲 惨 で す が 、 こ の 地 に お い て も 、 特 に 女 性

や 子 ど も た ち に 耐 え 難 い 痛 苦 と 屈 辱 を 与 え ま し た 。 私

は 今 、 改 め て 心 か ら の お 詫 び を 申 し 上 げ ま す 。 貴 島 さ

ん は 帰 国 後 、 政 党 活 動 に 携 わ り 、 特 に 一 九 七 四 年 の ポ

ル ト ガ ル 政 変 以 来 続 い た 皆 さ ん の 困 難 な 民 族 自 決 の

歩 み を 、 一 貫 し て 支 援 し て き ま し た 。 私 も 必 ず 一 度 、

背 負 っ て で も 貴 島 さ ん を こ の 地 に お 連 れ し た か っ た

の で す が 、 叶 わ ぬ こ と と な り ま し た 。 し か し 、 日 本 の

よ う な 過 去 を 背 負 っ た 国 に と っ て 、 同 じ ア ジ ア の 仲 間



8

の 建 国 を 支 援 す る こ と は 、 日 本 が 国 際 社 会 の 中 で 崇 高

な 役 割 を 果 た し て い く た め に 、 欠 か す こ と の 出 来 な い

責 務 だ と 確 信 し て い ま す 。

そ し て 私 は 、 二 ○ ○ 二 年 に は つ い に 、 独 立 式 典 に て

二 十 一 世 紀 最 初 の 独 立 国 の 誕 生 に 立 ち 会 う に 至 り ま

し た 。 東 テ ィ モ ー ル の 記 念 す べ き 歴 史 を 刻 ん だ 時 間 を

共 有 し た こ の 時 の 感 激 は 、 今 も 強 く 心 に 残 っ て い ま す 。

同 時 に 、 式 典 参 加 の 各 国 首 脳 と と も に 喜 び の 言 葉 を 交

わ し 、 そ の 後 イ ラ ク 戦 争 の 中 で バ グ ダ ッ ド で 任 務 中 に

横 死 し た セ ル ジ オ ・ ヴ ィ ェ ラ ・ デ ・ メ ロ 国 連 事 務 総 長

特 別 代 表 の 晴 れ や か な 顔 が 、 今 も ま ぶ た に 浮 か び ま す 。

し か し 一 方 で 、 東 テ ィ モ ー ル 国 民 の 皆 さ ん は 現 在 も

な お 、 大 変 な 苦 難 の 中 に あ り ま す 。 建 国 の 作 業 は ど こ

で も 大 変 な 苦 労 を 伴 う も の で す が 、 独 立 ま で の 過 酷 な

状 況 を 考 え る と 、 ま ず 国 民 の 中 に あ る 様 々 な 亀 裂 を 修

復 し な け れ ば な り ま せ ん 。 皆 さ ん の 受 容 真 実 和 解 委 員

会 の 作 業 は 、 国 際 社 会 で も 高 く 評 価 さ れ て い ま す 。 同

時 に 、 独 立 が 一 般 国 民 の 毎 日 の 生 活 に と っ て 良 か っ た

と 受 け 止 め ら れ る た め に は 、 政 情 の 安 定 や 経 済 活 動 の

向 上 が 不 可 欠 で す 。 現 状 の 改 善 は 、 も は や 一 刻 の 猶 予

も 許 さ れ な い と 思 い ま す 。 皆 さ ん の 絶 え 間 な い ご 努 力

に 対 し 、心 か ら 敬 意 を 表 し ま す 。そ う し た 中 に あ っ て 、

東 テ ィ モ ー ル の 国 づ く り の 基 礎 と な る 国 民 議 会 の 役

割 は き わ め て 重 要 だ と 確 信 し て い ま す 。 国 民 議 会 に お

け る 活 発 な 議 論 は 、 東 テ ィ モ ー ル の 平 和 と 安 定 を 目 指

す 国 民 の 皆 さ ん の 利 益 に 直 結 す る も の で あ り 、 高 く 評

価 し て い ま す 。ラ サ マ ・ デ ・ ア ラ ウ ジ ョ 議 長 を は じ め 、

国 民 議 会 の 議 員 の 皆 さ ん の 一 層 の ご 活 躍 を 期 待 せ ず

に は い ら れ ま せ ん 。

こ れ ま で 日 本 は 、 自 衛 隊 や 警 察 要 員 の 派 遣 、 開 発 協

力 な ど を 通 じ て 、 東 テ ィ モ ー ル に お け る 平 和 の 定 着 と

国 づ く り を 支 援 し て き ま し た 。 今 後 と も 、 国 際 社 会 を

主 導 し て 、 東 テ ィ モ ー ル の 平 和 と 安 定 の た め に 、 最 大

限 の 支 援 を 行 っ て ま い り た い と 考 え て い ま す 。 そ し て 、

そ れ を 円 滑 に 進 め る た め に は 、 両 国 の 政 府 同 士 の 交 流

は も ち ろ ん の こ と 、 議 会 同 士 、 議 員 同 士 の 緊 密 な 交 流

の 促 進 が 不 可 欠 で す 。

日 本 で は 、 議 会 開 設 か ら 百 二 十 年 近 く が 、 今 の 憲 法

が 衆 参 両 院 を 設 置 し て か ら も 、 六 十 年 以 上 が 経 過 し ま

し た 。 昨 年 の 参 議 院 議 員 選 挙 の 結 果 、 衆 参 両 院 の 与 野

党 の 構 成 に 変 化 が 生 じ 、 日 本 の 議 会 政 治 は 大 き な 転 換

期 を 迎 え て い る と こ ろ で は あ り ま す が 、 そ の 積 み 重 ね

た 歴 史 の 長 さ ゆ え 、 海 上 を 直 進 し て き た 巨 艦 が す ぐ に

舵 を 切 れ な い よ う に 、 方 向 転 換 に 手 間 取 っ て い る 面 も

否 定 で き ま せ ん 。 そ れ で も 長 い 私 た ち の 議 会 政 治 の 経

験 や 知 恵 が 、 皆 さ ん の お 役 に 立 つ こ と も あ る と 思 い ま

す 。 一 方 、 発 足 間 も な い 東 テ ィ モ ー ル 国 民 議 会 は 、 若

き 活 気 と あ る 種 の 熱 気 を 帯 び て い る と 思 い ま す 。 そ う

し た 生 成 期 の 議 会 で あ る 東 テ ィ モ ー ル 国 民 議 会 か ら 、
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い わ ば 成 熟 期 に あ る 日 本 の 国 会 が 学 ぶ べ き こ と も あ

る の で は な い か と 考 え て い ま す 。

幸 い な こ と に 、 今 般 、 ラ サ マ ・ デ ・ ア ラ ウ ジ ョ 議 長

の イ ニ シ ア テ ィ ブ に よ り 、 東 テ ィ モ ー ル 国 民 議 会 に 日

本 の 議 会 と の 交 流 を 進 め る 議 員 連 盟 が 発 足 し た と

伺 っ て い ま す 。ラ サ マ ・ デ ・ ア ラ ウ ジ ョ 議 長 と と も に 、

そ の 発 足 に 貢 献 し た ア ト ゥ ル ・ カ レ 東 テ ィ モ ー ル 担 当

国 連 事 務 総 長 特 別 代 表 に 深 く 謝 意 を 表 し ま す 。

今 回 の わ れ わ れ の 東 テ ィ モ ー ル 訪 問 を 契 機 に 、 今 後 、

両 者 の 議 員 連 盟 間 の 交 流 は も と よ り 、 広 く 議 員 間 の 交

流 を 通 じ た 協 力 支 援 が 一 層 幅 広 い も の と な り 、 こ れ が

両 国 の 友 好 関 係 の 促 進 に 、 ひ い て は 東 テ ィ モ ー ル の 安

定 と 繁 栄 に 寄 与 す る こ と を 、 心 よ り 期 待 し て い ま す 。

ラ サ マ ・ デ ・ ア ラ ウ ジ ョ 議 長 を は じ め 、 国 民 議 会 議

員 の 皆 さ ん に は 、 そ の 一 歩 と し て 、 ぜ ひ と も 近 い 将 来

に 日 本 に お 越 し い た だ き 、 参 議 院 を 訪 問 さ れ ま す よ う 、

公 式 に 招 請 申 し 上 げ ま す 。

結 び に 皆 さ ん が 、 美 し い 地 球 の 中 で も と り わ け 美 し

い 自 然 を 誇 る こ の 地 域 に 、 自 由 と 民 主 主 義 の 質 の 高 さ

を 誇 る 東 テ ィ モ ー ル 民 主 共 和 国 を 立 派 に 作 り 上 げ ら

れ る よ う 、 そ し て 国 民 の 皆 さ ん が 平 和 で 心 豊 か な 生 活

を 享 受 さ れ る よ う お 祈 り し て 、 こ の 厳 粛 な る 東 テ ィ

モ ー ル 国 民 議 会 に お け る 私 の 演 説 を 終 わ り ま す 。

ご 清 聴 あ り が と う ご ざ い ま し た 。


